
　住友別子病院労働組合では、２月22日、組合
行事の一環としていちご狩りを開催しました。
　まだ寒さの残る時期ではありましたが、職場の
同僚やご家族合わせて約180名が参加し、とても
にぎやかな１日となりました。
会場となったビニールハウスには、まっ赤に色

づいたいちごがたくさん実っており、甘い香りに包
まれながら、皆さん楽しそうにいちごを摘んでい
ました。

「いろんな品種があって楽しい！」
「自分で採るいちごは特別おいしい！」
といった声もハウスのあちこちから聞こえてきて、
笑顔いっぱいの時間となりました。
　普段とは少し違う環境で、自然に触れながら楽
しむことで、リフレッシュできた一日となりました。
　これからも労働組合では、さまざまな活動を通
じて交流を深め、職場のつながりを大切にしてい
きます。

今年もやってきた！
大人気いちご狩り

　2026年度４月、新たに計35名の職員（薬剤師
２名、放射線技師２名、理学療法士１名、臨床工
学技士２名、ケアアシスタント３名、看護師20名、

事務員４名、調理員１名）を採用しました。
　地域医療を安定的に継続していくためには、人
材の確保が極めて重要です。当院では、地域の急

性期医療を担う中核病院と
しての役割を果たすべく、働
きやすい職場環境の整備・
提供に努めています。
　今後も医療人材の安定的
な確保を図りながら、診療
機能のさらなる充実・強化
に取り組んでまいります。

住友別子病院労働組合

新年度 新たな職員を35名迎えました！

　今年度新採用の基幹型初期臨床研修医３名が当院での研修
を開始しました。
　当院は近年、地域の中核病院としての特性を活かし、医学生
および研修医教育における大学との連携・協力体制を大幅に
強化し、若手医師の育成に積極的に関与しています。病院職員
全体で医学生・研修医を教育し、将来的にも安定的な医師確
保の基礎作りを継続し、地域医療を着実に守っていきます。

医育大学と連携した若手医師の育成を継続していきます
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　愛媛大学大学院医学系研究科と連携し、常勤体制に
よる診療がスタートしました。これにより、月曜日から
金曜日まで毎日診療を行っています。
　呼吸器内科では、幅広い呼吸器の病気に対応し、以
下のようなさまざまな病気を診療しています。

● 気管支ぜんそく
● 慢性閉塞性肺疾患（COPD）
● 肺炎などの感染症
● 肺がん・間質性肺炎などの難しい病気
● 非結核性抗酸菌症や肺真菌症
● その他のまれな呼吸器疾患

　日常的によくみられる症状から専門的な診断が必要
な病気まで、幅広く対応し、地域の皆さんの健康を支え
ています。

◆ 専門医による診療体制の充実
　これまで主に非常勤医師による外来診療を行ってきま
したが、2025年７月に、愛媛大学大学院医学系研究科
と連携し、「統合呼吸器診療学講座」を開設しました。さ
らに2026年４月からは常勤医師２名が加わり、入院診
療にも対応できる体制が整いました。
　これにより、新居浜・西条地域における呼吸器の医療
体制をさらに充実させ、地域の皆さんへの病気の理解や
予防の普及にも取り組んでいます。
　必要に応じて、愛媛大学医学部附属病院などと連携
し、より高度な医療にもつなげています。

呼吸が気になるあなたへ
せき・息切れ・喘息症状…　そのままにしていませんか？

＼２０２６年４月体制強化！／

上 田 創 医師
日本専門医機構認定内科専門医

茅 田 祐 輝 医師

◆ 迅速で質の高い検査体制
　診療体制の強化により、これまで結果に数日かかって
いた検査の一部が、院内で迅速に実施できるようになり
ました。

● 間質性肺疾患の指標となる「KL-6」検査
　→ 約1時間以内で結果が判明
● 呼気一酸化窒素（FeNO）検査
　→ 咳や喘息の診断に有用
　より早く、より正確な診断につなげています。専門的
な検査も開始しています。

● 気管支ぜんそくや慢性閉塞性肺疾患の診断に必要
な呼吸機能検査

● 間質性肺炎のフォローに必要な特殊肺機能検査、
６分間歩行試験

● 肺がんの検査
● 感染症の詳しい検査
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市 山 成 彦 医師〈水曜日〉
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非常勤医師
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　高齢化が進む愛媛県において、呼吸器の病気は身近で
重要な健康課題です。
　当院では、日々の診療から得られるデータを活用し、
より良い医療の提供や新しい治療の研究にも取り組んで
います。
　また、将来の医療を支える専門医の育成にも力を入
れ、地域全体の医療の質向上に貢献していきます。

慢性呼吸器疾患
看護認定看護師
田 中 貴 大

病棟スタッフ

”  ₁‭ ‭
ῷ ‚

  ῼ‎ ΅













　住友別子病院労働組合では、２月22日、組合
行事の一環としていちご狩りを開催しました。
　まだ寒さの残る時期ではありましたが、職場の
同僚やご家族合わせて約180名が参加し、とても
にぎやかな１日となりました。
会場となったビニールハウスには、まっ赤に色

づいたいちごがたくさん実っており、甘い香りに包
まれながら、皆さん楽しそうにいちごを摘んでい
ました。

「いろんな品種があって楽しい！」
「自分で採るいちごは特別おいしい！」
といった声もハウスのあちこちから聞こえてきて、
笑顔いっぱいの時間となりました。
　普段とは少し違う環境で、自然に触れながら楽
しむことで、リフレッシュできた一日となりました。
　これからも労働組合では、さまざまな活動を通
じて交流を深め、職場のつながりを大切にしてい
きます。

今年もやってきた！
大人気いちご狩り

　2026年度４月、新たに計35名の職員（薬剤師
２名、放射線技師２名、理学療法士１名、臨床工
学技士２名、ケアアシスタント３名、看護師20名、

事務員４名、調理員１名）を採用しました。
　地域医療を安定的に継続していくためには、人
材の確保が極めて重要です。当院では、地域の急

性期医療を担う中核病院と
しての役割を果たすべく、働
きやすい職場環境の整備・
提供に努めています。
　今後も医療人材の安定的
な確保を図りながら、診療
機能のさらなる充実・強化
に取り組んでまいります。

住友別子病院労働組合

新年度 新たな職員を35名迎えました！

　今年度新採用の基幹型初期臨床研修医３名が当院での研修
を開始しました。
　当院は近年、地域の中核病院としての特性を活かし、医学生
および研修医教育における大学との連携・協力体制を大幅に
強化し、若手医師の育成に積極的に関与しています。病院職員
全体で医学生・研修医を教育し、将来的にも安定的な医師確
保の基礎作りを継続し、地域医療を着実に守っていきます。

医育大学と連携した若手医師の育成を継続していきます

8 BESSHI SMILE

企画・発行/医療法人住友別子病院
〒792-8543 愛媛県新居浜市王子町3番1号
TEL（0897）37-7111　URL https://sbh.gr.jp/

編集 / BESSHI SMILE編集委員会
住友別子病院広報誌に関するご意見・ご感想は
TEL（0897）37-7133　FAX（0897）37-7134 までお寄せください。 特集：地域で支える呼吸器医療

住友別子病院広報誌


